




























































































































































































































































































































































































































































































































































































では，かつての短期大学は「準学士大学」（Associate of Arts Colleges）に
位置付けられている（舘前掲書３４頁）。
１０） アメリカの場合とは異なり，日本においては短期大学の課程修了を示す
「準学士」は正確には「学位」ではなく「称号」である。
１１） コミュニティ・カレッジに関しては，三浦嘉久『コミュニティカレッジ
論：アメリカの高等成人教育』（高文堂出版社，１９９１年）に詳しい。
１２） 三浦前掲５０頁
１３） 現在放送大学の学習センターは，全国で５０ヶ所（サテライトスペースを
含めると５２ヶ所）あり，そのうち国公私立大学内にあるのが３２ヶ所である。
１４） たとえば，いわき明星大学（福島県いわき市）では，学生スタッフが主
体となって学生のボランティア活動を支援したり，学外のボランティア団
体や福祉施設等との連携をコーディネートしたりする「いわき明星大学ボ
ランティア NPO活動支援ビューロー」が大学内にあり，地域社会におけ
るボランティア活動を展開している。また，大学がその社会的機能を高め，
地域社会との関係を深めるための動きを推進する場合もある（一例として，
目白大学（東京都新宿区）の新宿区教育委員会と提携した区内の小・中学
校でのメンタルサポートボランティア活動など）。
１５） コミュニティ・カレッジは最初から四年制大学への編入の道を開いてい
るが，最近，四年制のコミュニティ・カレッジも出てきた。
８５（１８）
１６） 教務課作成データによる。
１７） 文部科学省統計による。
１８） たとえば，伊藤秀子・大塚雄作編『ガイドブック大学授業の改善』（有
斐閣選書，１９９９年）や安岡高志『授業を変えれば大学が変わる』（プレジ
デント社，１９９９年）など大学における授業改善や教育方法について数多く
出版されている。最近のものでは，児玉善仁・別府昭郎・川島啓二編『大
学の指導法』（東信堂，２００４年）が，大学教育についてさまざまな角度か
ら分析を加えており，非常に興味深い。
１９） たとえば，成城大学の場合，文芸学部において学生による授業評価が１９９９
年度から開始されている。そして２００２年度調査報告は，『成城教育』第１２０
号（２００３年９月）に掲載されている。また京都大学の事例として，梶田叡
一『新しい大学教育を作る』（有斐閣，２０００年）において，学生による授業
評価について，その長所・短所やその工夫について詳しく紹介されている。
２０） その特集論文は『教育学研究』第６９巻第４号（２００２年１２月）～第７０巻第
２号（２００３年６月）において発表されている。
２１） 溝上慎一「学生を能動的学習者へと導く講義型授業の開発」『教育学研
究』第７０巻第２号（２００３年６月）３１～４１頁
２２） ここでの「講義型／学生主導型」は授業の形態からの分類を，「受動的
学習者／能動的学習者」は学習者の授業への参加形態からの分類を示して
いる。溝上前掲３２頁表１参照。
２３） もっとも，現在の状況の中では，他大学との差別化をはかるために社会
貢献度の高さや教育サービスの良さを前面に出すことは，大学の生き残り
のための経営戦略であるといえよう。しかし，学生が大学に求めているの
は，何も卒業後の就職だけではない。本物の学問に触れることや自己実現
なども，その大学生活の中で期待しているのである。そうしたものは，ま
さしく「建学の精神」に裏付けられた大学のもつ魅力なのである。「大学
の個性」とは，他大学といかに差別化されているかではなく，学生が，さ
らに進学希望者がその大学に対して他にはない魅力をいかに感じるかであ
るということを，大学側は考えるべきであろう。
２４） 澤柳政太郎「単立大学説に反対す」成城学園澤柳政太郎全集刊行会編『澤
柳政太郎全集』（国土社，１９７５～１９８０年。以下，『全集』）第３巻１４７頁。
２５） 澤柳政太郎「私立成城小学校創設趣意」『全集』第４巻４１０頁。
２６） 澤柳政太郎「成城高等学校の教育精神」『全集』第４巻３６８～３６９頁。
２７） 澤柳前掲３６８頁。
２８） 梅根悟「和光大学第一回入学式における学長告辞」『私の大学論』（誠文
堂新光社，１９６６年）３５７頁
〈謝辞〉本稿を執筆するに当たって，成城大学短期大学部の西居淳子教授およ
び教務課の北田奉子さんに非常にお世話になりました。
（１９）８４
